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２．シナリオ分析の開示内容（第145期 有価証券報告 P.22～24）
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３．シナリオ分析実施の課題と対処①初期

いつ 主体者 どこに 何を どうした 課題 克服方法

2018～
2019年度

経営リスク委
員会
下部の分科
会チーム

サステナビリティ
データブック

うま味調味料
（売上高カバレッ
ジ：約15％）

シナリオ分析の
具体的な手法を
検討。
カバレッジを東
南アジアからグ
ローバルに拡大。

農産物の気候
変動影響の論
文の結果に、ネ
ガティブな物と
ポジティブ物が
ある。

IPCCなどグロー
バルデファクト
スタンダードな
エビデンスを採
用してシナリオ
分析。
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３．シナリオ分析実施の課題と対処②横展開初期

いつ 主体者 どこに 何を どうした 課題 克服方法

2020年度 サステナビリティ
推進部

サステナビリティ
データブック

うま味調味料
（グローバル）、
国内の主要な製
品（売上高カバ
レッジ：24％）

主体者がエビデ
ンスを元に対象
製品のシナリオ
分析の素案を
関係組織に提
示。
関係組織でブ
ラッシュアップし
確定。

関係組織がシ
ナリオ分析をす
る必要性を理
解しきれていな
い。

担当執行役・
組織長同士の
会議にて説
明・理解を図り、
担当者が選出
されてシナリオ
分析に参加。
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３．シナリオ分析実施の課題と対処③横展開拡大期

いつ 主体者 どこに 何を どうした 課題 克服方法

2021年度
以降

サステナビリティ
委員会下部の
サス情報開示タ
スクフォース

有価証券報告
書

うま味調味料（グ
ローバル）、国内・
海外（2022年度
より）の主要な製
品（売上高カバ
レッジ：約55％）

主体者がエビデ
ンスを元に対象
製品のシナリオ
分析の素案を
関係組織に提
示。
関係組織でブ
ラッシュアップし
確定。

担当者が気温
の起点（産業
革命前後）と温
度上昇見込み
時点（2100
年）や財務影
響を試算する
ための起点や
見込み時点を
混同して理解。

説明資料にエ
グゼクティブサ
マリーを付け、
必要に応じて
何度も丁寧に
説明して理解
浸透を図った。
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４．まとめ

➢ 約5年かけてシナリオ分析の手法を整え、
当社グループ内で多少の認知度を上げられた。

➢ 次年度は、カバレッジを約70％に上げる。

➢ その先は、ＴＮＦＤとの合理的な複合化を検討する。

【初期】
基幹製品にてシナリ
オ分析の基本的手
法を確立

【横展開初期】
関係部署の必要性
の理解を得て、関係
部署の担当者が参
加

【横展開拡大期】
関係部署が主体的
に参画するため、分
析手法の前提・影響
度推定など細部も
分かりやすく説明



Thank you.
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